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奥尻島ホソメコンブ とは?

・奥尻 島で は古 くか らホ ソメ コンブ漁 が営 まれてお り
、奈良 時代 には献上昆布 と して重

宝 され た記録 があ る。

しか し、見 た 目や大 き さで他 の昆布 に人 気が集 ま り下火 とな った。 また、天然 のホ ソメ

コンブは特産 品であ る ウニの餌 と して も貴重 なた め採 取 を禁止 してお り、 かつての よ う ・

に利用 され な くな って いた。

ミン
・ところが、成分を調べてみると粘性多糠類が豊富で味も良いな ど良い点が発見 さ

れ、天然資源の保護 と新 しい特産品の開発を両立が出来ないか検討を開始

f,
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そこで … 奥尻町や国土交通省北海道開発局が中心とな

奥尻地区海藻生産 ・活用調査検討協議会を組織
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奥尻地区海藻生産 ・活用調査検討協議会の紹介

2、 構成員
・奥尻町

・ひやま漁業協同組合奥尻支所

・海藻活用研究会(北 大水産学部、民間企業、道南地域行政 ・漁協 …)
・公益財団法人函館地域産業振興財団

・檜山振興局奥尻地区水産技術普及指導所(ア ドバイザー)

・国土交通省北海道開発局函館開発建設部

1、 目的4
、今 までの活動・奥尻 島で生産可能な海藻類の養殖技術などに関する調査 ・検討を行う

。 ・令和2年 度 協議会立上 げのための意見交換 ・勉強会
・サプライチェーンの検討等を行い、活用拡大並びに地域活性化に寄与する。
・持続可能な海藻生産及び利活用技術の調査 ・研究 ・開発を行 う。 ・令和3年 度 ホ ソメ昆布養殖実験 開始

、海藻ブラン ド化勉強会

ホソメ昆布活用出汁の開発販売

奥尻島ホソメ昆布調査隊(小 学生12名)

3、 役員
・会長 奥尻町 田中敦詞 副町長

・副会長 ひやま漁協青年部奥尻支部支部長 川瀬美弘

・令和4年 度

・令和5年 度

・令和6年 度

郷土料理 コンクールへ のホソメ昆布活用

ホソメ昆布化粧水の 「碧シリーズ」開発販売

ブルーカーボンへの取 り組み検討

商品販売支援活動(日 本丸、その他)

奥尻高校生による 「ホソメ昆布化粧品の開発」

ブルーカーボン認証登録実施

奥尻産海藻生産 ・活用に向けた中期計画の策定

一3一



プ ロジ ェク ト名:サ ステ ィナブル アイ ラン ド奥尻 一4一

プロジェク トの特徴 ・PRポ イン ト
・奥尻町は北海道檜 山振興局管内の奥尻 島に位置。観光 と水産業が産業 の柱であるが、近年、 スルメイカ等の主要魚種 の不

漁が続いていることか ら、つ くり育てる漁業の取 り組みが喫緊の課題であ り、サーモン養殖 をは じめ海藻養殖を試行 して

いる。
・かつて献上 コンブ として生産 していたものの現在 は禁漁 と しているホソメ コンブは、成分分析の結果、粘性多糖類が他の

品種 よ りも豊富であ り、食味に優れ るなどの長所が確認 されてお り、地域で は奥尻地区海藻生産 ・活用調査検討協議会を

組織 し新たな海藻養殖 に着手すべ く検討を進めている。
・協議会 は、産学官が連携 して海藻 の生産、活用 を推進する組織であ り、養殖～加工～商品化な どの各段 階で支援、海藻の

機能性成分 に着 目 した製品の開発や生産1生向上に資す る乾燥方法 に関す る実証実験 な どを実施。
・茉たな海藻養殖 による地域の産業振興 と併せ 取 り組みにブルーカーボ ンの思想を取 り入れることによ り カーボン

ニュー トラルへの貢献 に資することが可能。=「 サステ ィナブルアイラン ド奥尻

・将来的には持続可能な新 しい海藻養殖事業 として 「奥尻モデル を開発 し 全 玉各地への横展開を展望する

ホソメコンブ

試験養殖

収穫
凍
験
冷
試 塾 馨



「奥尻モデル」におけるBC創 出の概念 (生産と環境保全の両立)
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①未収穫資源の活用
自然に脱落するもの、間

引き、収穫時期を逃 した

ものなど収穫せずに取 り

外すもの ・これ らは一定

期間海底に堆積す る。

②空き区画の活用

養殖施設の空区画を利用 し
てブルーカーボン創出を目

的 とした生産を行 う。

its一産 しそいないて空厨 ぞひる)、|(収穫 しない)

嘩殖施設。L_
→栽培するが坂穫 しない詰
一同ブルーカーボン創出F-…=
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海底
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一=深 層堆積ブルーカーボン創出■■b

藻場再生
ブルーカーボン創出

D'DM●

一11P(脱 落'間 引きにより瀧 に堆積したも ②で栽培した糠 の髄 を活用し、縦 に天
③天然藻場への活用

然藻場を形成する。(藻場造成技術の開発 を推

進する)

ブルーカーボン創出ポイン ト

①未収穫資源の活用
②空き区画を活用した創出
③生産物を活用した藻場再生

↓

養殖施設は生産のための施設 という概

念から一歩考えを進め、地域の環境保

全の核 となる施設へ進化。ブルーカー

ボン創出の中心的な役割を目指す。



『サZテ(ナTL・ アイ弓ンド真 尻 』アクション

藻類1による8Cラ 胆 ジ』:ケト
奥尻地 区海藻生産 ・活用調査検討協議会※、株式会社渋谷潜水工業
(Mひ やま漁協臭尻支所青隼 部、奥尻町、潮 革活用研究会)
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・奥尻 町は渡島半島の西約18kmに 位置 し、 日本海に浮かぶ離 島です。奇岩 「なべっ る岩」

を始め、奥尻 ブルーと言われる海や豊かな 自然 が魅力です。2022年 脱炭素先行地域に

選定 され、サステ ィナブル アイラン ドを目指 し島全体で脱炭素 に取 り組んでいます。
・協議会では持続可能な取 り組みと して、漁協青年部が中心 とな り8C用 のホソメ コンブ

養殖やウニ餌料用 コンブ としてホソメコンブの養殖の取 り組み を行 っています。
・地域住民への理解や子供達への教育のため養殖作業への参加、海藻 を用いた食育活動
を行 っています。

ロ ジ ェ の 　　　　PRボ ン
・潜水調査 によ りホ ソメ コンブの成長や養殖 の全体像 を見える化 し、

よ り養殖施設の位置、
・産学官連携 によ り、精度 の高い各種調査 ・測定を

行 うことができました。
・今後、養殖施設 の拡大や天然藻場創生を推進 し、

気候変動緩和を進め脱炭素社会へ賞献 します。

ドロー ン空撮等 に
ロー プ長 等を測 定 しま した。

〆



「サ ス テ ィナ ブル ア イ ラ ン ド奥 尻 」 ア ク シ ョン
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再生可能エネルギーの活用

q・;il　e・isl
・.字il

る1;
酬3塁‖噛 膚1

働 概炭素社会イメージ1賞 を受賞 し高 い評価 を得 た

 

㎞ 鱒1

海藻養殖への取り組み 教育と地域振興

養殖 したホ ソメコンブを海底に沈めることによるCO2吸 収源 小学生への海藻学習や高校生による

創出に取 り組んでお り、2025年1月 に認証を受け、北海道エ ゼ ロカーボン学習会を通 じて、地産

アシズテムな どヘ クレジッ トを譲渡 。 地消や環境保全への意識醸成。

取 り組みの申心的存在である若手漁師団体(ひ やま漁協青 奥尻高校生が大阪 ・関西万博での海

年部奥尻支部)が ブルーカーボンの取 り組み を発表、第30・ 洋テック発表会にて海藻の商品開発

回全国青年 ・女性漁業者交流大会で最高賞の農林水産大臣1や ウニ殻の再利用による循環型解決

。本年度は規模を拡大 しCO2吸 策を提案 「環境省」賞を受賞 し地域

収源をさらに増加 を大いにPRし た 。
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講 懸藻亘二謡
【調査行程】

① サンプル採取、水揚げ

② ロープ切 り離 し、確認

③ 重量測定

④ 長さ、幅の測定

⑤ 検体採取

①

○サンプル用縦綱4本 の収穫

○縦綱の間隔の確認
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月一プ切 り離 し

縦綱の長 さ確認

重量測定

縦綱の長さ確認
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④

○ 長 さ、幅 の測 定
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幅[cm]

昆 布 長

[cm]

251.5

331.2

259.6

266.8

251

289.5

296.6

278

15

14

15

16

23

15

13

16

腎 重蟄幅X齋 幅[・m]聾 翠

497

604

462

488

648

580

423

529

縦綱(養晟綱)C

幅

[cm]

14.2

14.0

12.5

・15 .0

16.4

12.2

17.2

15.0

重 量

[9]

384

414

379

361

433

313

540

403

0.11

0.13

0.09

0.09

O.08

0.10

0.09

0.10

重量/(幅 ×

長)

0.11

0.09

0.12

0.09

0.11

0.09

0.11

0.10

401

276

280

268

278

295

295

299

昆 布長

[cm]

316

172

185

250

282

294

299

257

17.0 6420.09

13.54010.11

10.03380.12

12.5

12.5

3580.11

3730.11

15.04450.10

13.5 3820.10

13.04200.10

縦綱(養成綱)D

幅[cm]

18.0

14.0

14.5

14.0

15.0

12.0

14.2

15.0

重 量

[9]

466

221

279

373

382

345

370

348

重 量/(

幅 ×長

)

0.08

0.09

0.10

0.11

0.09

0.10

0.09

0.09



⑤

○ 検体採取
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02025年1月14日HAC武 村 社 長 と青 年部 意 見交 換

へ

{≡)HOκKAmOA■RSYSTEM

カテゴリ:地域活性 化

HAC　 NEWS

2025年1月28日

第24009号

'のプルーカーボニ ミ3" ともに 7be
一 、.

A

北海道エアシステム(以 下 、HAC)は 、ジャパンプルーエコノミー技 術研究組 合が審 査 ・認 証し奥尻 町から発

行 される最初のカーポンクレジットを購入 し、様 々なec。活動 を進める奥尻町とともに脱炭素 化を推進 していき

ます。

今 般 、2025年1月10日 に腸証を受け発行 されたクレジットは、コンプなどの海藻 が吸収 するプルーカーボンと

呼ばれる二酸化 炭素(CO2)吸 収量を企業と取引するもので、その第一号として毎 日島に定期 便を運航 する

HACが 購 入することにより、島と航空 会社が一緒 になって、「サステナブル・アイランド奥尻」(*t)の実 現を目指す

取り組みへと発展させていきます.

HACは 、CO2排 出量が少ないecoな プロペラ機 で運航するとともに、奥尻 空港の地上 機材をいち早くEV化

(車2ル、また今後は、自社 機に機外カメラを搭載 し、世界 初となる定期 便航空機 を活用 した赤潮モニタリングを

開始する予 定で、将 来的には奥 尻近海での観測も見込むなど、道 民の翼として常に地球 環境を意熾 した取

り組 みを進 めています。

今般 、奥 尻町 、ひやま漁協青 年部奥尻支部 などで活 動する奥 尻地 区海藻生 産・活 用鯛査検 討協徹会

とHACの 交流の中で、協膿会 が独 自に養 殖 し育 成 しているホソメコンブが光 合成で多くのCO2を 取り込む性

質 があり海底に沈めることでブルーカーポン効果が得 られる点に着 目しました。両者の。coに関する考え方が同

じであり、ともに「サステナプル・アイランド奥尻 」の実現を目指すことを確 賠しクレジットの購入に繋がりました。

奥尻町 は渡島半 島の西約t8km日 本 海に浮かぶ、新 鮮な魚介類や奥尻プルーの海 や豊かな自然 が魅力

の離 島です。　ecoな プロペラ機で、サステナプル・アイランドの実現を目指す美 しい島をぜひご肪間ください。

(刺)奥尻町は、2022年11月に脱淡素先行地域に選定され、コンセプトに掲げた「サステナプル・アイランド奥尻」実現に向けた脱炭

素まちづくりを目指して、再工ネ・省工ネに資する統合的な取組を実施.

(■2)ブレスリリース第23023号「主L　 -　 「HA◎　Gce　AIRPORT螂 玄」をご参照ください。
(囎)共同リリース「北一 ループが.世界初の定期便航空檀を活用した海洋覗謝を開始レ壼重」をご参照ください

脱炭素 先行 地域

一12一 北海道工アシステム コーポし一トコミュニケーション部


